
 

２０２０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【北九州市】 

学校名【北九州市立 向洋中学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

北九州市立向洋中学校 

 

第１学年（53名） 
３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 〇教科等名（総合的な学習の時間） 

② 行事名 （       ） 

③ その他 （       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・視覚に障害をもった方たちの生活や苦労を知り、ゴールボール

の体験を通じて、さまざまな障害をもった方たちと共生する社会

について考えるきっかけとする。 

・誰もが気持ちよく生きるために必要なことについて自分の考

えをもち、実践していこうとする心情を養う。 

５ 取組内容 講演・体験 

 

講師 浦田 理恵選手 

演題 「一歩踏み出す勇気～自分が変われば世界が変わる～」 
場 所 北九州市立向洋中学校体育館 

参加者 第１学年５３名 

活 動  

 

〇講演・DVD 視聴・質疑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 〇ゴールボール簡易体験 

  （アイマスクをして、ゴールボールを体験） 

 

 

 

 

 

 

 

  （誰がボールを持っているのか音で判断する） 

 

 

 

 

 

 

 

〇質疑 

 

６ 主な成果 

 

浦田理恵選手の講話を通して、身近なところで出会う障害のあ

る方々とのかかわり方について、さまざま考え方を持つ時間とな

った。 

パラリンピックという言葉をメディア等で耳にすることが多

いが、生徒が自らパラリンピックの種目に関心を持ち、競技につ

いて学んだことで東京パラリンピック期間中にも今回学んだこ

とを想起し振り返ることができる。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

事前学習として、学年主任より、講師の紹介とゴールボール

の競技方法や楽しみ方の説明を行った。説明をする際には、視

聴覚教材を用いたことで、生徒の関心も高まり、有意義な事前

学習となった。 

８主な課題等 事前指導でゴールボールへの関心を高め、講演会では競技の

楽しみ方を学ぶことができたが、実技を行う時間が確保できな

かった。実際に経験することで視覚が不自由な方の気持ちや過

ごし方、競技を通しての難しさややりがいを実感できるため今

後機会があれば実践を行いたい。 

９来年度以降の

実施予定 

今後も障害者スポーツを通じてパラリンピック競技について

知る活動をきっかけとし、障害者への理解を深める学習や体力向

上の取り組みとして体育の授業でパラリンピック種目を実施す

る予定である。 

今後、パラリンピックについての関心、意欲を高めるとともに、

一層理解を深めていきたい。 

 


